











氏     名 片岡 義裕 
学 位 の 種 類       EA 博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  8260  号 
A学位授与年月       EA 平成 29年 3月 24日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA 地域枠で入学した医学生の医師不足地域に定着する 
 意思とその関連する要因 
A主 査       EA     筑波大学教授 博士（医学）   桝 正幸 
副 査       EA   筑波大学准教授 博士（医学）   鈴木 英雄 
A副 査       EA   筑波大学助教 博士（医学）   大井 雄一 


































 最後に著者は、研究２の対象者の内、研究 1 でも回答していたものを対象として、2015 年にコ
ホート調査を実施した。6年生での定着意思を従属変数とし、説明変数は、研究 1と同じ変数のほ
か、１年時の定着意思を加えて、研究１と同様の解析を行った。 
 31大学の 208名から回答を得た（追跡率 51.4%）。６年生で定着意思が高い学生は 40名（19.2%）
だった。多変量解析で定着意思が高いことと関連していたのは、町村部・へき地出身であること（OR 
2.1）、将来の進路選択において収入面の魅力による影響が小さいこと（OR 0.3）、１年生の時点で
の定着意思が高かったこと（OR 3.3）だった。 
 
 以上の結果から、著者は、地域枠学生の定着意思が、学年が上がるにつれて大きく低下すること
を明らかにしている。定着意思の高い学生を増やすためには、もともと定着意思の高い学生、町村
部・へき地出身の学生、収入に拘らない学生などを選抜することが重要であると考えられた。また、
将来のキャリアに就いて不安を感じている地域枠学生が多く、彼らへの支援や教育を充実させるこ
とにより、在学中に定着意思を低下させないことが必要であると考えられた。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 著者は、全国の地域枠学生を対象としたアンケート調査を実施し、卒業後に医師不足地域に定着
する意志と関連する要因を明らかにした。この成果は、地域枠学生の選抜方法および入学後の教
育・支援に対して重要な示唆を与えるものであり、全国で初めて実施された大規模調査として貴重
なものである。 
平成２９年１月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
